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【 請 求 項 １ 】
　 管 状 構 造 物 （ ２ ） を 流 れ 抜 け る 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量 （ Ｑ ） を 測 定 す る よ う 構 成 さ れ た 、  
超 音 波 流 量 セ ン サ （ １ ） で あ っ て 、
　 少 な く と も １ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ ４ 、 ４ ’ ） を 使 用 す る こ と で 、 超 音 波 （ ６  
、 ８ ） を 送 信 及 び 受 信 す る よ う 配 置 さ れ た 、 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） と 、
　 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） を 検 出 す る よ う 配 置 及 び 構 成 さ れ た 、 温 度 セ ン サ （ １ ４ ）  
と 、
　 周 り の 温 度 （ 周 囲 温 度 ） （ Ｔ ｓ ） を 検 出 す る よ う 配 置 及 び 構 成 さ れ た 、 温 度 セ ン サ （ １  
２ ） と 、
　 少 な く と も １ つ の 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ ４ 、 ４ ’ ） 及 び 前 記 温 度 セ ン サ （ １ ２  
、 １ ４ ） に よ っ て 検 出 さ れ た デ ー タ を 受 信 す る よ う 構 成 さ れ た 、 デ ー タ プ ロ セ ッ サ （ １ ０  
） と 、 を 備 え 、
　 こ こ で 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） は 、
　 超 音 波 （ ６ 、 ８ ） の タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） を 判 断 し て 、 前 記 タ イ ム オ  
ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い て 音 速 の 変 化 を 計 算 す る よ う 、
　 検 出 さ れ た 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） の 関 数 と し て 、 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 を  
計 算 す る よ う 、
　 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い  
て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 す る か ど う か を 判 断 す る よ う 、
　 以 下 の 規 準 す な わ ち 、
　 Ａ ） 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基  
づ い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 す る こ と 、 及 び
　 Ｂ ） 周 り と 流 体 （ ２ ６ ） と の 間 の 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） が 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ℃ の 間 で 固  
定 さ れ た レ ベ ル で 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の レ ベ ル を 下 回 る こ と 、
を 満 た し た と き 、 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量 が な い 、 無 流 量 状 態 を 識 別 す る よ う 、 構 成 さ れ る こ  
と を 特 徴 と す る 、 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 無 流 量 状 態 は 、 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） の 安 定 か つ 正 確 な 超 音 波 流 量 測 定 を 保 証 す る た め  
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に 、 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） の 超 音 波 流 量 測 定 計 算 を 較 正 す る た め に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い て 計 算  
さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 し な い 場 合 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ  
い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 基 づ き 、 流 体 （ ２ ６ ） の 密 度 （ ρ ） に お け る 変 化 の 補 正 値 を  
計 算 す る よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 予 想 さ れ た 音 速 の 変 化 （ ｃ ） が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い  
て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 し な い 場 合 、 密 度 （ ρ ） の 補 正 値 に 基 づ き 、 流 体 （ ２ ６ ）  
に お け る 特 定 の 熱 容 量 （ ｃ ｐ ） の 補 正 値 を 計 算 す る よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 流  
量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い  
て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 し な い 場 合 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ）  
に 基 づ い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 の 基 づ き 、 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量 （ Ｑ ） に お け る 変 化 の 補  
正 値 を 計 算 す る よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） を 使 用 し て 測 定  
で き る 低 い 流 量 （ Ｑ Ａ ） を 表 わ す 、 所 定 の 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） 、 を 上 回 る 流 量 （ Ｑ ）  
を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） は 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） を 備 え 、  
前 記 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） は
　 周 り の 温 度 （ 周 囲 温 度 ） （ Ｔ ｓ ） を 検 出 す る よ う 配 置 及 び 構 成 さ れ た 、 第 １ の 温 度 セ ン  
サ （ １ ２ ） と 、
　 前 記 温 度 セ ン サ （ １ ２ 、 １ ４ ） に 接 続 さ れ た 、 デ ー タ プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） は 、 周 り と 流 体 （ ２ ６ ） と の 間 の 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ）  
に 基 づ い て 、 前 記 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） を 下 回 る 流 量 （ Ｑ ） を 推 定 す る よ う に 構 成 さ れ  
、 前 記 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） は 、 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ （ １ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 温 度 セ ン サ  
（ １ ４ ） に よ っ て 測 定 さ れ 、 前 記 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） は 、 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ）  
で 成 さ れ た １ 回 ま た は 複 数 回 の 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） に 基 づ い て 、 前 記 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ
Ａ ） を 下 回 る 流 量 （ Ｑ ） を 推 定 す る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） に お い て 、  
前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） は 、 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） に 依 存 し て 流 量 （ Ｑ ） を 検 出 す る こ と が で  
き 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） で 成 さ れ た １ 回 ま た は 複 数 回 の 前 記 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） は  
、 い か に し て 流 量 （ Ｑ ） が 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） 、 及 び 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ）  
を 下 回 る 流 量 領 域 （ Ｂ １ ） 、 に お け る 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） に 依 存 す る か を 判 断 す る た め に  
必 要 と さ れ る 、 １ つ ま た は 複 数 の パ ラ メ ー タ を 判 断 す る た め に 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） は 、 単 一 の 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） 、 な ら び に 、 流 体 （ ２  
６ ） の 密 度 （ ρ ） 及 び 特 定 の 熱 容 量 （ Ｃ ｐ ） を 含 ん だ 所 定 の デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 低 い  
レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） を 下 回 る 流 量 （ Ｑ ） を 推 定 す る よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 流 量 セ  
ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） は 、 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） で 成 さ れ る ２ 回 以 上 の 測 定  
（ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） に 基 づ い て 、 前 記 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） を 下 回 る 流 量 （ Ｑ ） を 推 定 す る  
よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 規 則 的 ま た は 継 続 的 に 、
　 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） で １ 回 ま た は 複 数 回 の 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） を 行 う よ う 、 及 び
　 い か に し て 流 量 （ Ｑ ） が 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） 、 及 び 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ）  
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を 下 回 る 前 記 流 量 領 域 （ Ｂ １ ） 、 に お け る 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） に 依 存 す る か を 判 断 す る た  
め に 必 要 と さ れ る 、 さ ら な る パ ラ メ ー タ を 更 新 す る よ う 、 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の  
流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 流 量 （ Ｑ ） と 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） と の 間 の 依 存 関 係 は 、 以 下 の 数 式 で 定 義 さ れ 、
【 数 １ 】

ま た は
【 数 ２ 】

　 こ こ で 、 Ｃ １ は 定 数 、 及 び Δ Ｔ Ｂ は 基 本 流 量 レ ベ ル に 対 応 す る 温 度 差 で あ る 、 請 求 項 ６
に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 （ 第 ２ の ） 温 度 セ ン サ （ １ ４ ） は 、 前 記 管 状 構 造 物 （ ２ ） の 外 側 に お け る 温 度 を 測 定 す  
る こ と に よ っ て 、 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） を 検 出 す る よ う 、 配 置 及 び 構 成 さ れ る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 デ ー タ プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ） 及 び 前 記 第 ２ の 温 度 セ ン サ （ １ ４ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ ２  
０ ） の 内 側 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ （ １ ２ ） は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ） の 中 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項  
１ ２ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 温 度 セ ン サ （ １ ２ ） は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ） の 外 側 に 配 置 さ れ る 、 請 求  
項 １ ２ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） は 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ） の 内 側 位 置 に お け る 中 間 温 度 （ Ｔ ｉ ） を 検 出 す る よ う 配 置 及 び  
構 成 さ れ た 、 中 間 温 度 セ ン サ （ １ ６ ） を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ） の 内 側 位 置 は 、 周  
囲 温 度 （ Ｔ ｓ ） と 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） と の 間 の 温 度 を 有 す る こ と が 想 定 さ れ る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 管 状 構 造 物 （ ２ ） の 外 側 か ら 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量 （ Ｑ ） を 測 定 す る よ う 構 成 さ れ た  
、 ク ラ ン プ オ ン 式 流 量 セ ン サ （ １ ） で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 検 出 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 値 に 基 づ い て 、 送 信 さ れ る 超 音 波 （ ６ ） 及 び 受 信 さ れ る 超 音 波  
（ ８ ） が 、 流 体 （ ２ ６ ） を 移 動 す る 距 離 （ Ｌ ） を 自 動 で 計 算 す る よ う 構 成 さ れ る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 流 量 セ ン サ （ １ ） を 備 え る 、 熱 エ ネ ル ギ ー 計 （ ５ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 超 音 波 流 量 セ ン サ （ １ ） に よ っ て 、 管 状 構 造 物 （ ２ ） を 流 れ 抜 け る 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量  
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（ Ｑ ） を 測 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） を 備 え 、 前 記 第 １ の  
検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） に は 、
　 少 な く と も １ つ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ ４ 、 ４ ’ ） で あ っ て 、 少 な く と も １ つ の 前  
記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ ４ ， ４ ’ ） を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 超 音 波 （ ６ 、 ８ ） を 送  
信 及 び 受 信 す る よ う 配 置 さ れ 、 前 記 超 音 波 流 量 セ ン サ （ １ ） は 、 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ
ｆ ） を 検 出 す る よ う 配 置 及 び 構 成 さ れ た 温 度 セ ン サ （ １ ４ ） を 備 え た 、 少 な く と も １ つ の  
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ ４ 、 ４ ’ ） が 設 け ら れ 、
　 こ こ で 前 記 方 法 は 、
　 超 音 波 （ ６ 、 ８ ） の タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い て 音 速 の 変 化 を 計 算 す る ス テ ッ プ  
と 、
　 検 出 さ れ た 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） の 関 数 と し て 、 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 を  
計 算 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基  
づ い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 す る か ど う か を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、
　 以 下 の 基 準 、
　 Ａ ） 前 記 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ）  
に 基 づ い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 す る こ と 、 及 び
　 Ｂ ） 周 り と 流 体 （ ２ ６ ） と の 間 の 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） が 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ℃ の 間 で 固  
定 さ れ た レ ベ ル に お い て 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の レ ベ ル を 下 回 る こ と 、
を 満 た し た と き 、 流 体 （ ２ ６ ） が 流 量 が な い 無 流 量 状 態 を 識 別 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、  
方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 無 流 量 状 態 は 、 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） の 安 定 か つ 正 確 な 超 音 波 流 量 測 定 を 保 証 す る  
た め に 、 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） の 超 音 波 流 量 測 定 計 算 を 較 正 す る た め に 使 用 さ れ る 、 請 求  
項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い て 計 算  
さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 し な い 場 合 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ  
い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 の 基 づ き 、 流 体 （ ２ ６ ） の 密 度 （ ρ ） に お け る 変 化 の 補 正 値 を  
計 算 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 予 想 さ れ た 音 速 の 変 化 （ ｃ ） が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い  
て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 し な い 場 合 、 密 度 （ ρ ） の 補 正 値 に 基 づ い て 、 流 体 （ ２ ６  
） に お け る 特 定 の 熱 容 量 （ ｃ ｐ ） の 補 正 値 を 計 算 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載  
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 予 想 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 変 化 が 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ） に 基 づ い  
て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 対 応 し な い 場 合 、 前 記 タ イ ム オ ブ フ ラ イ ト （ ｔ 、 ｔ １ 、 ｔ ２ ）  
に 基 づ い て 計 算 さ れ た 音 速 の 変 化 に 基 づ き 、 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量 （ Ｑ ） の 補 正 値 を 計 算 す  
る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） を 使 用 し て 測 定  
で き る 最 も 低 い 流 量 （ Ｑ Ａ ） を 表 わ す 、 所 定 の 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） 、 を 上 回 る 流 量 （  
Ｑ ） を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 方 法 は 、 第 ２ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ６ ） を 、
　 温 度 セ ン サ （ １ ２ ） に よ っ て 、 周 り の 温 度 （ 周 囲 温 度 ） （ Ｔ ｓ ） を 検 出 す る た め 、
　 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） を 検 出 す る よ う 配 置 及 び 構 成 さ れ た 温 度 セ ン サ （ １ ４ ） に  
よ っ て 、 流 体 （ ２ ６ ） の 温 度 （ Ｔ ｆ ） を 検 出 す る た め 、
　 前 記 温 度 セ ン サ （ １ ２ 、 １ ４ ） に よ っ て 測 定 さ れ た 、 周 り と 流 体 （ ２ ６ ） と の 間 の 温 度  
差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） に 基 づ い て 、 前 記 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） を 下 回 る 流 量 （ Ｑ ） を 推 定 す る  
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た め 、
に 適 用 す る ス テ ッ プ を 備 え 、
　 こ こ で 前 記 方 法 は 、
　 ａ ） 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） に お い て 、 前 記 第 １ の 検 出 ユ ニ ッ ト （ ３ ４ ） に よ っ て １ 回 ま  
た は 複 数 回 の 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） を 実 施 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２
） に お い て 、 前 記 流 量 セ ン サ （ １ ） は 、 温 度 差 異 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） に 依 存 し て 流 量 （ Ｑ ） を 検  
出 で き る 、 実 施 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） い か に し て 流 量 （ Ｑ ） が 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） 、 及 び 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ
２ ） を 下 回 る 流 量 領 域 （ Ｂ １ ） 、 に お け る 温 度 差 に 依 存 す る か を 判 断 す る た め に 必 要 と さ  
れ る 、 １ つ ま た は 複 数 の パ ラ メ ー タ を 判 断 す る た め に 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） で 成 さ  
れ た １ 回 ま た は 複 数 回 の 前 記 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） を 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） で 成 さ れ た １ 回 ま た は 複 数 回 の 前 記 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ）  
に 基 づ い て 、 前 記 低 い 流 量 レ ベ ル （ Ｑ Ａ ） を 下 回 る 流 量 （ Ｑ ） を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、 を  
含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） に お い て ２ 回 以 上 の 流 量 測 定 を 実 施 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請  
求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 規 則 的 ま た は 継 続 的 に 、
　 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） で １ 回 ま た は 複 数 回 の 前 記 測 定 （ Ｍ １ 、 Ｍ ２ ） を 実 施 す る ス テ ッ  
プ と 、
　 い か に し て 流 量 （ Ｑ ） が 、 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ） 、 及 び 前 記 流 量 較 正 領 域 （ Ｂ ２ ）  
を 下 回 る 前 記 流 量 領 域 （ Ｂ １ ） 、 に お け る 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） に 依 存 す る か を 判 断 す る た  
め に 必 要 と さ れ る 、 さ ら な る パ ラ メ ー タ を 更 新 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 請 求 項 ２ ４ に 記  
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 流 量 （ Ｑ ） と 温 度 差 （ Δ Ｔ ｓ ｆ ） と の 間 の 依 存 関 係 は 、 以 下 の 数 式 で 定 義 さ れ 、
【 数 ３ 】

ま た は 、
【 数 ４ 】

　 こ こ で 、 Ｃ １ は 定 数 、 及 び Δ Ｔ Ｂ は 基 本 流 量 レ ベ ル に 対 応 す る 温 度 差 で あ る 、 請 求 項 ２  
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 流 体 （ ２ ６ ） 温 度 （ Ｔ ｆ ） は 、 前 記 管 状 構 造 物 （ ２ ） の 外 側 に 配 置 さ れ た 温 度 セ ン サ に  
よ っ て 測 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ） の 内 側 位 置 に 配 置 さ れ た 中 間 温 度 セ ン サ （ １ ６ ） に よ っ て 、 中 間 温  
度 （ Ｔ ｉ ） を 検 出 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ） は 、 流 体 （ ２ ６ ） の 温  
度 （ Ｔ ｆ ） を 検 出 す る た め に 使 用 さ れ る 前 記 温 度 セ ン サ （ １ ４ ） 、 及 び 前 記 中 間 温 度 セ ン  
サ （ １ ６ ） を 収 容 し 、 前 記 中 間 温 度 （ Ｔ ｉ ） は 、 前 記 周 囲 温 度 （ Ｔ ｓ ） と 流 体 （ ２ ６ ） の  
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温 度 （ Ｔ ｆ ） と の 間 に お け る 値 を 有 す る こ と が 想 定 さ れ る 、 検 出 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請  
求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 流 量 （ Ｑ ） を 測 定 す る 前 に 、 密 度 及 び ／ ま た は 、 推 定 さ れ る 流 体 （ ２ ６ ） の 不 均 質 性 を  
測 定 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 管 状 構 造 物 （ ２ ） の 外 側 か ら 流 体 （ ２ ６ ） の 流 量 （ Ｑ ） を 測 定 す る よ う 構 成 さ れ た  
、 ク ラ ン プ オ ン 式 流 量 セ ン サ （ １ ） を 使 用 す る こ と に よ っ て 実 施 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ に 記  
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 送 信 さ れ る 超 音 波 （ ６ ） 及 び 受 信 さ れ る 超 音 波 （ ８ ） が 流 体 （ ２ ６ ） を 移 動 す る 距 離 （  
Ｌ ） を 、 検 出 さ れ た 音 速 （ ｃ ） の 値 に 基 づ い て 、 自 動 的 に 計 算 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求  
項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 流 体 の 流 量 （ Ｑ ） を 検 出 す る た め に 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 を 適 用 す る 、 流 体 （ ２ ６  
） の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る 方 法 。
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